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人事課
　229－3106　　229－3347

津市役所業務説明会

白塚公民館
　・　232－3043

子どもドローン体験教室

高齢福祉課
　229－3156　　229－3334

津市生活・介護支援サポーター
養成講座

片田公民館
　・　237－1513

親子料理教室
バレンタイン＆ひな祭りを
おいしく楽しもう

津市　業務説明会│

津市　令和２年度公民館講座│

津市　令和２年度公民館講座│

　仕事のやりがいや職場の雰囲気
などをお話しします。若手職員と
の座談会もあります。
と　き　２月18日(木)　※同日５
回に分けて開催(各回90分程度)
ところ　市本庁舎ほか
定　員　各20人程度
締め切り　２月10日(水)
※開催時間や申し込み方法など詳
しくは津市ホームページをご覧
ください。

　高齢福祉の制度や認知症のこ
と、一般救急救命法など地域で高
齢者を支えるために必要な福祉・
介護の知識や技術が学べる講座で
す。受講後は、生活・介護支援サ
ポーターとして活動できます。
と　き　２月10日・17日・24日
いずれも水曜日(全３回)
ところ　市本庁舎８階大会議室Ｂ

定　員　20人
申し込み　電話で高齢福祉課へ
締め切り　１月29日(金)

と　き　２月14日(日)９時30分
～12時
ところ　片田公民館　　
内　容　サラダちらし寿司、茶わ
ん蒸し、ダブルチョコスコーン
対　象　市内に在住・在学の小学
生と保護者
定　員　抽選４組８人(子ども１
人につき保護者１人)
費　用　2,300円／組(材料費2,000
円を含む）
持ち物　エプロン、三角巾、マス
ク、手拭きタオル、布巾２枚、
筆記用具、水分補給用の飲み物
申し込み　返信用はがきを持参、ま
たは往復はがきに「親子料理教
室」と明記し、住所、氏名(ふりが
な)、年齢、学校名、学年、電話番
号、保護者の氏名を片田公民館

(〒514－0082 片田井戸町17－2)
へ　※１通につき１組。津市ホー
ムページからも申し込み可
締め切り　１月28日(木)必着

　操作方法を学び、小さいドロー
ンを飛ばします。
と　き　２月11日(木・祝)10時～
12時
ところ　白塚公民館　
対　象　市内に在住・在学の小学生
定　員　抽選15人　
持ち物　マスク、筆記用具、水分
補給用の飲み物
申し込み　返信用はがきを持参、
または往復はがきに「子どもド
ローン体験教室」と明記し、住
所、氏名(ふりがな)、年齢、学
校名、学年、電話番号を白塚公
民館(〒514－0101 白塚町5205)
へ　※１通につき１人。津市
ホームページからも申し込み可
締め切り　１月28日(木)必着

「安濃地区社会福祉協議会」の紹介

vol.43

どんな活動をしているの？

地域の特徴は？

今後の活動への思いは？

Q

Q

Q
安濃地区社会福祉協議会
会長  平松 和直 さん

　南は安濃川、北は美濃屋川に
隣接している農村地域です。大
正時代から昭和19年までは、安
濃鉄道が八町から芸濃町林まで
走っていました。今でも随所で痕
跡を見ることができます。

　自治会長や、老人クラブ、民生委員・児童委員の役
員等が中心となり、地域住民の交流と親睦を目的に
活動しています。芋煮会や感謝祭、幼稚園児との餅
つき大会のほか、小学生とのグラウンドゴルフ、各種

学習支援、登下校
時の見守りを行う
安全ボランティア
の活動などを実施
しています。また、
地域の５団体がサ
ロン活動を活発に行っています。

　近年、地区社協を取りまく状況は大きく変化し、対
応が難しくなっています。超高齢社会の到来や少子
化の進行により、社会構造は大きく変化し、地域での
課題とその解決方法は絶えず変化しています。誰も
が安心して暮らすことができる福祉のまちづくりの
ため、地域福祉活動の推進に地区のみんなで力を合
わせて取り組んでいきたいです。

昨年の安濃地区感謝祭の様子

問い合わせ　福祉政策課　　229－3283　　229－3334


